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企画展 「薬 と自然誌」 に寄せて
本多義昭

頻度 は言 えないが,「 ××とい う生薬が○○○病 に

効 くと聞いたが本 当か?」 「△△ とい う薬草 が□□

に効 くので売 り出 したい」とい った相談が来る こと

がある。本 人か ら直接 電話 を受 ける こともある し,

他部局経 由で来 た り,時 には代議 士の秘書 とい う方

を通 しての こともあ る。

相談 をもちかける方 は,専 門家 だか ら何で も知 っ

ているはずだ とい う意識が あるようであ る。根 っこ

のかけ らを 「これ なんですが」と言われて も,そ こ

そ こ知 られて い る生 薬や薬 用植物 な ら ともか く,

「どこそ このなん とか とい う場所 ではこれこれ に効

く」 と言われて も,困 って しま うことのほ うが多

いo

自己弁護 になるが,そ の理 由はち ょっ と考 えてみ

れ ば判 っていただけ るか と思 う。地球上 には高等植

物 だけで も何十万種 とあ り,い まだに新種の発見,

登録が分類学者 によってなされ,続 け られ てい る。

そ して,こ れ らの植物 は既知未知 を問 わず,す べ て
じゃこう

薬 にな り得 る可能性 を もっている。加 えて,癖 香,
ゆうたん せんそ

熊胆,蠕 酢,冬 虫夏草,竜 骨,石 膏(も ちろん天然

の もの)な ど,動 物界,微 生物界 か ら化石,鉱 物 に

至 るまで,地 球上 のあ らゆる天然物 を,古 来 ヒ トは

薬 の対 象 として見 て きた。

加 えて,生 薬 は 「薬」であるか ら,そ の一つ一つ

に固有の使 い方 と大抵 は複数の効果 ・効 能が知 られ

てい る。しか も,そ れ らは使 われている土地 に よっ

て,違 っている こともしば しばである。その土地で

は 「こう使 うのですが」 と言われれば,「 そ うです

か」としかいい ようのない ところ もある。調査研究

はまだ地球 の隅 々にまで至 ってい ないか らである。

先輩 の研究者が集め られ た資料 を見 ても,己 の知

識 の無 さを知 らされるこ とが多い。薬 学部か ら総合

博:物館 に移 管 した生薬の うち,比 較的馴染みの漢薬

類 だけで も6000点 を数 えるが,こ れ らは多 くが植

物体 の一部であ る。それ らには,同 物 異名や同名異

物 もあ って,収 納瓶 の ラベル を伏 せて,鑑 定 試験 を

受け れば,散 々な結果 になるか もしれ ない。 まし

て,見 知 らぬ土地の見知 らぬ民間薬 とあれば,そ れ

は もうお手上げであるこ とが多 く,即 答 は絶対 にあ

り得 ないのであ る。

ヒ トが 自然界 か ら選び だ した これ ら天然薬物 に

は,活 性 を もつ特殊 な二次代謝 成分が含 まれてい

て,五 感 に訴 える もの も少 な くない。しか し,こ れ

らの成分 は,も ともとはその生物 が生 き残 り戦略の

一つ と して
,進 化の過程 で生み出 して きた ものであ

る。その化学戦略物質 を,ヒ トのみ な らず他 の動物

も敏感 に察知 し,巧 妙 に利 用 して きた。霊 長類の

薬,植 物 の殺虫成分,誘 引成分 な どである。今 回の

企画展示 では,薬 の多様性 と,京 都大学 の研究 で明

らか にされたこれ らに関連す る様 々な視点 とが紹介

され てある。来館者 にその主 旨を汲 み取 って頂 けれ

ば幸 いである。

(京都大学大学 院薬学研究科教授 ・生薬学)
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平成14年 度特別企画展

薬 と自然誌

期 間=平 成14年6月1日(土)～9月1日(日)

〈月 ・火曜 日休館〉

開館時間:午 前9時30分 ～午後4時30分

〈入館 は午後4時 まで〉

会 場:第2企 画展 示室(南 棟2階)

ごあい さつ

「薬 と自然誌」を企 画展示で開催 する ことにな りま した。われ われ 人類 は,動 植物 を食料 と して摂取 しま

す。栄養 補給 の 目的のほかに,あ る動植物の もつ特定 の効果 を期待 して 「体 内 に取 り入れる」こ とか ら,薬

の使用が始 ま りま した。民族 に よって使用 される薬 の種類 は異 な ります 。世界の民族 が使用 する薬 は,き

わめて多岐 にわた ります。常設 展示 の メインテーマは京大 の野外研究 ですが,特 殊 な内容であ る 「薬」の

分野 は盛 り込め ませ んで した。「薬 と白然誌」は,企 画展示にふ さわ しいテーマである と思 い ます。京大で

ユ ニー クに発展 して きた霊長類学 は,サ ル類 が薬 を使 用 している ことを見い出 しました。これは驚 きです。

薬の概念 を拡大 します と,フ ェロモ ンの ような 「香 り」の効用 もふ くまれるこ とにな ります。昆虫類 も薬

を使用 しているのです。 「薬」の世界の多様性 をお楽 しみ下 さい。

京都一大学総合博物館 長 瀬戸 口烈司

「薬 と自然誌」への い ざない

人はいに しえよ り自然界 か ら様 々な物事 を学 び,利 用 して きま したが,病 気 を治す 「薬」 もまた,人 が

自らの実体験 を経て 自然界 か ら選 び出 した特別 な 「もの」の ひ とつ です。

この度,京 都大学総 合博物館 の企画展 として,「薬 と自然誌」とい うテーマ を掲 げ,自 然界か らの薬 とそ

れに関係す る様 々な視点か ら,京 都大学の研究 を紹 介す るこ とにな りました。

今 回の展示 では,薬 の発見や多様性,世 界 各地で使 われ てい る伝統薬 な ど,京 都大学 の教育 ・研究用資

料 として,ま た現 地調 査な どで集め られた資 料 をもとに,伝 統薬の世界 を紹 介 します。 また,京 都大学で

な され た伝統薬の研究 や,貴 重 な本草関係 の資料 も併せ て展示,解 説 します。

最近 の研究 は,人 に固有 と思われていた 「薬」の文化が,霊 長類 にまで さかのぼれ るこ とを示 してい ま

す。 また,霊 長類 の薬 と人の薬の問 にも共通 した ものがあ ることも判 って きま した。この裏付 け となる事

実 も貴重 な グラビア と映像 で紹 介 します。

人が 自然界 か ら選 びだ した薬 に含 まれる有効 成分は,二 次代謝 産物 といわれる もので,多 くその生物の

生命維持 に直接 関係 する ものではあ りませ ん。これ らの化 合物 には,そ の生物が生 き残 り戦略の一つ の手

段 として,進 化の過程で生み出 して きた もの もあ り,そ の化学戦略がいか なるものか,具 体 的な事例で紹

介 します。

今回の企画展示 は,総 合博 物館 を核に薬学研究科,霊 長類研究所,農 学研究科 の関係研究室が協力 して

進めて まい りました。この展 示 を機 会に,多 くのかたがたが京都大学 の学 の集積 を体感 される とともに,自

然や科 学へ の更なる興味 を覚 えていただ きたい と期待 いた します。

企画展 「薬 と自然 誌」実 行委 員長 京都大学 大学 院薬学研究科教授 本 多義 昭
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展示項 目

人 とくす り

1.く す りの発見

2.世 界の生薬

3.伝 統薬 を現地 に探 る

4.薬 用植物成分の研 究

5.本 草学の流 れ

動物 と くす り

6.動 物 界の医療 とくす り

7.チ ンパ ンジーの医療 と くす り

8.く す りの起源説

農 業 と くす り

9.植 物 由来の虫 除け

昆虫 ・植物 と くす り

10.く す りと昆虫行動

ll.く す りと植物現象

平成14年 前期公開講座

薬 と自然誌

薬は病気 をなおす もの と して,人 が 自然界か ら選び出 して きた ものであるが,最 近の研究 によって

薬の起源は霊長類 にまで遡れる ことがわかって きた。京都 大学 において,霊 長類か ら人までの薬の

系譜 をた どれ る研 究が行われているので,こ れ らをわか りやす く講述 する。

7月27日(午 前の部)

農 学 部 の くす り研 究 ・温 故 知 新

大学院農学研究科教授 棄 原保 正

7月27日(午 後の部)

人 と菌 類 の付 き合 い 一 くす り と作 物 病

大学院農学研究科教授 津 田盛 也

8月3日(午 前の部)

チ ンパ ン ジー薬 膳 料 理

霊長類研究所教授 マ イケ ル ・A・ハ フマ ン

8月3日(午 後の部)

生 薬 の世 界

大学院薬学研究科教授 本 多義 昭

○ 期 間 平 成14年7月27日 ・8月3日(各 土 曜 日 計2回 〉

○ 時 間 各 回 午 前 の 部 午 前10時 ～午 後12時30分 午 後 の 部 午 後2時 ～午 後4時30分

○ 場 所 社 団 法 人 京 都 大 学 医 学 部 芝 蘭 会 芝 蘭 会館TELO75-771-0958(百 万 遍 交 差 点 南 約500m,東

ll」通 り東 一 条 交 差 点南 西50m。 駐 車 場 は あ り ませ ん の で 自家 用 車 に よ る来 館 は ご遠慮 ドさい。)

○ 定 員60名(先 着 順)

○ 受 講 料5,800円(全 講 義 を通 して の受 講 料 で す 。 納 め られ た受 講 料 は返 金 出来 ませ ん。)

○ 申 込 方 法 現 金 書 留 に よ りお 申 し込 み 下 さい。

現 金 書 留 封 筒 に は次 の もの を同 封 して下 さい 。

1)受 講 料

2)住 所 ・氏 名 ・年 齢 ・職業 ・電 話 番 号 を記 入 した 用紙 。(形 式 は問 い ませ ん。)

3)返 信 用 封 筒(表 側 に宛 名 ・郵便 番 号 を記 入 し80円 切 手 を貼 っ て下 さい 。受 講 証 ・領 収 書 等 をお 送 り

します 。)

○ 申 込 期 間7月1日(月)～7月12日(金)

○ 問 合 せ 先 〒606-8501京 都 市 左 京 区 吉 田本 町 京都 大 学 学術 情 報 メデ イア セ ン ター 等事 務 部 博 物館 事 業

掛TELO75-753-3274HPhttp:〃www.museum.kyoto-u.acjp

O申 込 ・現 金 〒606-8501京 都 市 左 京 区 吉 田本 町

書 留 送 付 先 京 都 大 学 学 術 情 報 メ デ ィア セ ン ター等 事 務 部 経 理掛TELO75-753-7404
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京都大学総合博物館開館1周 年記念催 し

総 合博物館 の展示 を語 る一文系 ・理系教官競演

開催報告

平成14年6月1日,京 都大学総合博物館 は展示の通

年公 開 を旨 として開館 して以来1周 年 を迎 えた。そ

こで これを記念 して6月1日(土 曜 日)午 後1時30

分 か ら表題 の ような記念 の催 しを行 った。公 開1周

年 とい うこ とで,一 般 か らの参加者 を募 り,専 門の

教官 が展示 を親 しく解説す るとい う形式 を取 った。

具体 的 には,角 谷岳彦助手 が 「芦生 の森 の花 と昆虫

の共生 を語 る」,山 中一郎教授 が 「考古学展示 を語

る」とい うテーマで解説 した。京都新 聞や 産経新 聞

に取 り上げ られ,応 募者 は当初予定 していた40名

を上 回 り60名 とな ったが,担 当の両教官が 同 じプ

社会人 ・熟年グループに講義する角谷助手

ログラム を並行 して2回 行 うことで,応 募者全員 に

参加 していただける ように した。

当 日は,児 童 ・生徒 とその保護者 を中心 とす る グ

ループ と,社 会人 ・熟 年 を中心 とす る グループに分

け,両 教 官が年齢層 に応 じた内容 で催 しを進 めた。

参加者の反応 はきわめて良 く,16時10分 の解散 を

予定 していたが,結 局終了 したの は閉館 ぎ りぎ りと

なった。催 しの終わ りには瀬戸 口烈司館長か ら無料

入場券付 きの修 了証が参加者全員 に手渡 された。思

わぬプ レゼ ン トに参加者 には喜 んでいただけたよう

であ る。

子供たちに弥生式土器を説明する山中教授(左 上)

瀬戸口館長による修了証の贈呈(左 下)
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収蔵資料散歩

琉球進貢船図屏風
岩崎奈緒子

中央 に 「旨奉帰 国」 という旗 を掲 げた中国風の船。

岩壁 にはそれ を迎 える人 々。下 に掲げた 「琉球進貢

船図屏風」は,琉 球が 中国 に派遣 した進貢船が帰国

し,に ぎわう那覇港 の様子 を描い た ものであ る。絵
くすく

図 には,鹿 児 島藩の武士,城 とよばれ る琉球独特の
は りゅうせ ん

構築 物や爬竜船の競漕行事など,近世 日本の支配を

うけつつ,対 外的には独立 した国家 として中国との

朝貢関係を結んだ近世琉球の風俗が凝縮 されてい

る。

長い間博物館の収蔵庫に眠っていたこの屏風の存

在について,前 任者吉川真司文学研究科助教授から

教示 を受けたのは,二 年前,滋 賀大学の所蔵する類

似の屏風の成立過程を調べていた頃だった。画像中

央に進貢船,左 側に那覇港,右 側に首里城 と城下町

を配 した構図の屏風は,現 在,滋 賀大学経済学部附

属史料館蔵 「琉球貿易図屏風」(右ページ下写真)と

浦添市美術館蔵 「琉球交易港図」,そ れに,沖 縄県

立博物 館蔵 「首里 那覇港 図」が知 られている。とく

に前二 者については,細 部の描写が よ く似ているこ

とか ら,同 じ工房 でつ くられ た もので はないか と推

定 されてい る。本館 の 「琉球進 貢船 図屏風」は,描

写の対 象や手法 を見る限 り,滋 賀大本 ・浦添本 の系

統 に属 する ものであ り,第 三 の屏風の出現 とい うこ

とになる。

本屏 風の成立 を知る唯一・の手がか りは,画 面左上

の二つの樋 である。サバ ニ と呼 ばれ る小 さな船 に桶

を載せて水 を汲んでい る様 子 は,滋 賀大本 ・浦添本

にも描 かれている。現在 は埋 め立て られて当時の様
うて いんた

子をうかが うことはで きないが,「落平」(右 ページ

上)と 注記 された この樋 は,港 を出入 りする船 のみ

な らず,那 覇の住民 に とって も大切 な水汲み場 で

あ った。もともと・・つ だった樋が二つ に増設 された

のは1807年 の こと。「琉球 国碑文記』には,一 つ し

か ない樋 をめ ぐって争 いが たえなか ったために,こ

「琉球進貢船図屏風」京都大学総合博物館蔵(106×263cm)
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の年に新たな樋が建設 されたことが記 されている。

したが って,こ の屏風 の成立 は1808年 を さかのぼ

るものではない。

では下限はいつ か。浦添本の元の持 ち主が琉球 で

屏風 を入手 したのが遅 くとも1887年 頃。 それが ド

限 とされて きたが,近 年,滋 賀大本 の修復 の際 に,

屏風の中か ら薩摩藩江戸藩邸の文書が発 見 された。

近世後期,1830年 頃の諸々の支払い に関 わるい く

つかの帳面 を解体 した もので,こ の発見 に よ り,屏

風製作 に薩摩藩が関与 してい たことが傍 証 されてい

る。そ こで,屏 風 の製作 は江戸 時代 に さかのぼる と

い う仮説 をたてたのだが,京 大本 の出現 で,ま だ ま

だ検 討する余地のある ことが明 らか となった。

とい うの も,滋 賀大本 に も浦添本 にも画面右上 に

詳細 に描 かれてい る首里城 が,京 大本 には ないの

だ。琉球 王府 の拠点,琉 球 の象徴 ともいえる首里城

が なぜ描 かれていないのか。三つの屏風 を比較 する

と,他 に も描写 の小 さな異 同はい くつかあって,こ

れ もその類 い と解釈す るの も一つの考 えだが,屏 風

製作に薩摩 藩の関与 を想定す ると,琉 球国王 の居城

の欠落は意 味が大 きい ように思 われる。あるいは,

同 じ工房の製作 という前提 を考 え直す必要があ るの

か もしれない。

昭和 の初め頃 に購 入 した とい う記 録が残 るのみ

で,詳 細 が不明の この屏風 をあえて紹 介 したのは,

先の戦争で 多 くの歴史資料 が失 わ れた沖縄 にとっ

て,貴 重 な資料が新た に付 け加 わる ことになると考

えたか らであ る。多 くの方の 目に触 れるこ とによっ

て,今 後 の研究が進展す るこ とを切 に願 ってい る。

(京都大学総合博物館助教授 ・日本史学)

参考文献

謝 敷 真 起 子 「琉 球 交 易 港 図 考 」 『きよ らさ』[8・19号,
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安 里 進 「琉 球 王 国 と 『琉 球 貿 易図 屏 風 』」滋 賀 大 学経 済

学 部 附属 史料 館 『研 究 紀 要 』33号,2000年.

岩 崎 奈緒 子 「『琉 球 貿 易 図屏 風 』の 成 立 につ い て 」滋 賀 大

学 経 済学 部 附 属 史料 館 『研 究 紀 要 』34号,2001年.

うていんだ

京大本(左 ページ)左 上に見える落平

「琉球貿易図屏風」滋賀大学経済学部附属史料館蔵(162×332cm>
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　　 シンポジウム

「博物館 と社会の共生関係 を築 く」

総合博物館 では、国際シ ンポ ジウム 「博物館 と社 会の共生 関係 を築 く」 を平成14年3月

31日 に開催 しま した。以下 には、開催 のい きさつ とゲス トス ピー カーの講演 内容 につ い

て簡単 に紹介 します。

京都大学総合博物館が 主催 した,こ の国際 シンポ ジ

ウム開催の 目的は,国 際 的に活躍 してい る研 究者 を

招いて総合博物館 とい う立場 か ら21世 紀 におけ る

地球 と人類の共生パ ラダイム を探 る点 にあ った。

20世 紀,人 類活動 の飛躍 的な高 ま りとともに,生

物多様性の擾乱,気 候擾乱 な どをは じめ とす る地球

規模の問題が種 々生 じた。その解決は21世 紀 に先

送 りされ てい る。先送 りになった大 きな理 由の一つ

は,こ れ ら諸問題 が非常 に複雑 な要 因のか らみあ っ

た もので,20世 紀型 の専 門化,細 分化 になれ きった

既存の科学体系 に もとつ く思考で は解決が難 しいこ

とで あろ う。

これ らの解決 には,1)現 状 お よび過去 の 「正常

な」時代 か ら現在 までの地球規模 の変動 に対す る客

観 的情報 の収集,2)学 際的研究 による解決策 の追

求,3)問 題の所在 につい ての一般 市民への啓発,基

礎 情報 の提供 な どが重要 となって くる。一般 に大学

総合博物館 には,1)過 去の地球 の生物 圏や,地 球

環境 を記録 した学術標本資料が多数存在 し,2)文

系 か ら理系 までの幅広 いス タッフが存在 し,3)常

設展 示,企 画展示,学 習教室 の開催,イ ンターネ ッ

トを通 じた情報 の発信,と い った イ ンフラが存在

し,ま さに21世 紀 に先送 りされた諸 問題 の解決 に

貢献 す ることので きる重 要な拠点 である。

京都 大学総合博物館 は,250万 点 の物証資料標本

群 を所蔵 し,博 物学の広 い分野 を網羅 する教官 を擁

する。そ こで,平 成9年 発足 の この新 し くユ ニーク

な組織 の強みを生か し,上 述の ような地球規模 の問

題 の解決の一翼 を担 い,ま た,広 大 な展示空 間や イ

ンター ネッ トを通 じて広 く.般 市民 に情 報 を提示

し,地 球 と人類が共生 で きる21世 紀 の実現 に貢献

しようと意気込 んでいる。ただ し,大 学 に所属す る

博物館 として研究活動についてはそれなりの 自負 も

蓄積 もあるが,1)情 報源 である学術標本資料 の管

理体制,2)情 報 の発信 の2点 については,経 験 も

少な く今 後大い に改善 すべ き点がある。そこで,こ

の ような点に焦点をあてて内外の第一線の研究者 を

招 いて情報 や経験 の交流 を行い,大 学博 物館 の将来

に対 して明るい展望 を得 るこ とを目的 として,こ の

本 シンポ ジウム を開催 す ることと した。

本 シンポ ジウム は,海 外 よ り講演者4名,学 内 よ り

講演者1名,さ らに国内 より座長3名 を招待 して,

平成14年3月31日,京 都 大学総合博:物館 において

開催 され た。内外 よ りの専門家40名 と若干の市民

が参加 し,熱 気の こもった もの となった。以下の よ

うなプログラムで開催 したが,こ のプログラムは総

合博物館の インターネ ッ トウェブサイ ト上に も公開

した。その際,城 下荘平 助教授(総 合博物館)の ア

イデアと労 によって,ゲ ス トス ピーカーの所属す る

組 織 の ウ ェブサ イ トを リ ン ク し,参 加希 望 者 が

チ ェックす ることによって事前 に予備知識が持 てる

よ うに工夫 を した。

プログラム

10:00開 会 の辞

京都大学総合博:物館館長

10:10シ ンポ ジウムの 目的

京都大 学総合博物館教授

瀬戸口烈司

大野照文
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第 一・・部 標 本 を 収 集 し た り 記 録 す る こ と の 重 要 性

10:20何 故 博 物 館 は 標 本 を集 め そ して 記 録 す る の か

コ ペ ン ハ ー ゲ ン大 学 博 物 館DannyEibye-

Jacobsen

11:40デ ジ タ ル ・ア ー カ イ ブ が 支 え る 博 物 館

数 位 典 蔵 國 家 科 技 計 画(NationalDigitalAr-

chivesProject,Taiwan,R.O.C.)SimonLin

12:20～13:20昼 食

第二部 大学博物館 と社会

13:20大 学博物館 と一般社 会へ の文化啓発

高麗大学博:物館館 長Kwang-SikChoe

l4:20博 物館 が結 ぶ科学 と市民

京都 大学 人文科学研 究所 加藤和 人

15=20～15:40休 憩

15:40博 物館研 究者が社 会 に対 して果たす役 割

ウ ィー ン国立 自然 史博館HerbertSummes-

berger

16:40総 合討論

17:20懇 親会

講演要旨

何故博 物館 は標本 を集 めそ して記録 するのか

コペ ンハーゲ ン大学博物館DannyEibye-Jacobsen

地球上の生物 の多様性 を記録す ることは,き わめ

て重要である。それは,純 粋 学問的 な興味 か ら,さ

らには,現 在脅 か されてい る様 々な絶滅危惧種 につ

いて きちんと した対 応 を行 うため,ま た,遺 伝 子資

源 と しての多様 な生物 を登録 し利用 しやすい もの と

す る上で も重 要である。国際的に様 々なプロジェク

トが立 ち上が り,そ のアーカ イブ化作業が進め られ

ている。しか し,最 大の問題 は,ア ーカイブの入 り

口における様 々な種の同定 を行える人材の育成 に資

本が投下 され てい ない点で ある。つ ま り,系 統分類

学 の基礎知識 をもった専 門家の育 成や,若 い専 門家

の活躍 で きる場が恒 常的 に保証 されていない。プロ

ジェク ト自体 には巨額な投資が行 われているにもか

かわ らず,ア ー カイブの質 を規定する同定作業 に こ

の ような不安があ るとすれ ば,成 果品であるアー カ

イブには十全 の信頼 を置 くこ とがで きない。もちろ

ん分類学 に携 わ る専 門家 は誠心誠意努 力 している
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が,そ れ には限界があ る。今 後,恒 常的 にこの よう

な人材の確保 にも配慮が なされ るべ きである。

デ ジタル ・ア ーカイブが支 える博物 館

数位典蔵 國家科技計画(NationalDigitalArchives

Project,Taiwan,R.O.C.)SimonLin

台湾では,自 然 史か ら文化 史 まで を見通 したデ ジ

タル ・アー カイブ システムを国家 プロジェク トと し

てた ちあげ,現 在 アーカイブを作成 中であ る。さま

ざまな学問領域 で収 集 されて きたコ レクシ ョン,一

次 アー カイブを一元 的にデジ タル・アーカイブす る

ことには,大 きなメ リッ トがあ る一一方で,そ もそ も

学問習慣の異なる分野で収集 され たものを共通の シ

ステ ム下で利用可能 とす るため には,優 れた メタ ・

デー タベー スの開発 も必 要である。数位典蔵國家科

技計画 は,こ の困難 な課題 にチ ャ レンジ し,こ の数

年 に国際 的にも指導的な地位 に躍 り出ることを目標

に研究 を進 めている。

大学博物館 と一般社会への文化啓発

高麗大学博物館館長Kwang-SikChoe

西暦2005年 に100周 年 を迎 える高麗大学博物館

は,お もに朝鮮文化の至宝や貴 重な古文書 を多数収

容す る博物館 であ り,100周 年記念 の一つの モニュ

メン トとして新館 の造営が現在急 ピッチで進め られ

ている。館 では,収 蔵 品の管理 だけでな く,こ れを

使 った研究成果 を広 く内外 に情報発信すべ く様 々な

企画 を練 り,実 行 している。博物館 の周辺 の 自治体

と連携 した講演 会,学 習教室,も のづ くり教室,さ

らに収蔵 品の由来 した地方 の 自治体等 と協力 した

様 々な イベ ン ト,ま た海外か らの要請 に応 じた巡 回

展 の企画運営 などである。高麗大学博物館 は,実 働

で きるス タッフが教官 ・事 務官 を含めて5名 しかい

ないが,学 内での理解 を得 る ための努力,ま た学外

の企業か らの支援 を受 けるための努力 を根気強 くお

こなって きた。その結果,各 方面か らの支援 を得 ら

れ,ス タ ッフの力量以上の様 々な成果 を上げ るこ と

がで きた。これ まで に得た経験 は,誠 心誠意努力す

れ ば必ず共感 と支援 を得 られる とい うこ とであ る。

いず れ,新 館が完成 し,オ ープ ンしてか らも様 々な

問題が 山積 してい るが,そ れ を解決 してい く上で大

きく勇気づ け られる経験 だった。
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博物館 が結 ぶ科学 と市民

京都大学 人文科学研究所 　加藤和 人

　大学博物館 は,多 数 の研 究者 を擁 し,優 れた研究

をお こなってい る研究機 関 に付 属す る博 物館で あ

る。この意味 において,収 蔵 品の数 も重要 ではある

が,大 学博物館 は,ま さに,直 接研究者が最新 の科

学 の成果 を一般市民 に情報発信 で きる舞台である。

科学 は細分 化 され,一 般 市民 に とって科学 とは,難

しいジャーゴンが百鬼夜行す る恐 ろ しい世界 と して

受 け止 め られてい る。この ような認識 を生 みだ した

のは,中 途半端 な知識で セ ンセー シ ョナルにか き立

てるジ ャーナ リズムの責任 も大 きいが,や は り研究

者 自身が直接一般市民 と対峙 し,い ったい市民が何

を求 め,ま た どの点で科学の成果の理解 に困難 を感

じてい るのか をリサ ーチ し,そ して適切 な処置 を

とってゆ くことが大学 と一般市民 との共生関係 を維

持す る上 で重要 である。エージェ ンシー化 を控 え,

この ような努力 な しには,大 学博物館 のみな らず大

学 自体 が衰退す るであろ う。

博物館研究者 が社会 に対 して果 たす役割

ウ ィー ン国立 自然 史博物館 　Herbert　Summesberger

　 ウ ィー ン国立 自然史博 物館 の歴史 は古 く,世 界的

に も評価が高 い。しか し,科 学者 と社会の関係 を真

剣 に考 える伝統 はようや く最:近になって強 く意識 さ

れ て きた。初等 ・中等教育への取 り組み もこの数年

改善 され,事 前 に要望が あれば,博 物館の展示の見

学 ツアー,あ るい は,実 習教室 などに対応で きる体

制が整 い,年 間数 え切れ ない行事 を行 ってい る。た

だ し,博 物館 を取 り巻 く状勢 はけっ して楽観 を許す

もので はない。そ こで,数 年前 よ りボ ラ ンテ ィアを

募 り,標 本の作製,維 持 管理,案 内 など幅広い領域

で活動 して も らってい る。 もちろん館 の 目論 見 に

あ った働 きをして もらうために,ボ ラ ンテ ィア希望

者 を教育す ることには,大 きな負担がかか る。しか

し,こ の コス トを考 えて も,長 期 的には†専物館 の運

営 に とって大 きな助 け となる。 さらに重要 な こと

は,彼 らが単 に労働 力不 足 を補 う存在で はな く,博

物館 に とっての大 きな精神的応援 団 となって くれる

ことである。か れ らは,家 庭で,職 場で,ま た友 人

のサー クルで,博 物館の存在意義やそ こで行われて

いる様 々な興味深 い活動 について,伝 道師の役割 も

京都大学

果 た して くれる。 この よ うなボ ランテ ィアの育 成

は,し か し,一 朝一夕 にで きた もので はない。過去

数十年 にわたる友の会の運営に積極的に館の研究者

が参画 し,一 般市民 にサー ビス を行 う中で培われた

信頼の上 に花開いた仕組 みであ り,今 後 日本の大学

博物館 で もこのような取 り組みを息長 くつづける必

要が あろ う。また,ウ ィー ンの自然史博 物館では ド

イツ語以外 にも日本語 を含めたガイ ドブ ックも作成

して,世 界 中か らの来館者 に配慮 を してい る。この

こ とが また,館 の評価 を高め ている。博 物館 と地域

社会 ・国際社会 との関係 を考 える上 で参考 に してい

た だ きたい。

まとめ

様 々な観点か ら博物館 と社会の共生についての報告

を聞 けた。5名 のス ピーカーは,厳 しい現状 に対 し

前向 きに対処す る中で21世 紀の博:物館のあるべ き

姿 を述べ,そ の真摯 な楽観主義 は,参 加者 を勇 気づ

け る結果 となった。テ クニ カルなこととなるが,今

回の シンポ ジウムでは同時通訳 を入れ,一 般の参加

者 に も内容が理解で きるように配慮 した。英語,韓

国語か ら日本語へ の翻訳で あったが,要 点 を伝 える

こ とがで きて好評だった。また,懇 親会では,京 都

大学 に在学 中のテノール歌手,加 藤 ヒロユ キ氏 に よ

る独 唱 もあ り,座 が盛 り上が った。最後 になるが こ

のプロジェク トを心 よ りご支援いただいた財団法人

京都大 学教 育研 究振興財 団(申 請課題:国 際 フォー

ラム 「生物 多様性 の博物学 が示す21世 紀の地球 と

人類 の共生 パ ラダイム」)に 対 し心 よ りお礼 申 し上

げる。

なお,予 稿集(英 文)に は まだ残 りがあ りますの

で,希 望 されるかたは ご連 絡 くだ さい。

(京都大学総合博物館教授 大野照文)
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考古資料の活用の記録

『大古墳展』の共催 と資料利用状況
山中一郎

[大古墳展]京 都大学総 合博 物館 は2001年6月 に

一般公 開を始め ま した。すで に建物 をもち学術標本

の資料保管 とい う重責 を十分 に果 た していた文学部

博物館 を,独 立 した組織 に整備す る とともに,自 然

史系 分野 を も併設 させ るこ とによって,総 合大学 と

しての京都大学 の 「外 に開かれた窓」としての役割

を果 たす ための枠組 み を確定 させ たのが1997年4

月で した。それまで展示の形 に していなかった 自然

史系の学術資料 を用 いて,京 都 大学に属 した,そ し

てい ま属する研 究者の行為を社会に分かっていただ

くための情報発信 をす るこ とに したのですが,ま ず

資料 ・標本の収集 をして,そ れぞれの標本 について

の従来の研究 の経過 をま とめ,そ して今後の研 究や

教育への利用 のための整備 を始め ま した。それ まで

に保持 されて きた史 ・資料,標 本の整備経過 の状 態

や,い まの総合博物館 のス タッフの専 門分野か ら く

る限界 ・制約があ って,利 用 していただける理想的

な状況 に至るにはなお程遠い と言わ ざるをえないの

が残念 なことですが,総 合博物館が組織 されてや っ

とそ うした方向への体制が整 ったとい う段 階にあ り

ます。

教育や研究を進める ことが大学博物館の使命 とし

て極 めて大切である ことは,ヨ ーロ ッパや アメ リカ

の大学の先例 を見れば明 らかな ことです。わが 国に

は大学が博物館 を図書館の ように もたねばならない

とい う決 ま りが あ りませ ん。目先の研究 を急 ぎ,追

うあま り,基 礎的 な知識 を次の世代 の研究者 の養成

のため にしっか りとまとめてお くこ とを後 回 しにせ

ざる をえなかった,い わゆる 「後進 国」な らではの

諸事情が押 しつけた現実 と理解で きるか もしれ ませ

ん。しか しなにご とも後進が価値低い とい う自虐 的

な考え をす る ことはあ りませ ん。先進の有 り様 を参

考 に して,後 進 には よ り効率 的な歩 みを模索で きる

とい う利点があ ります。そ こで総合博物館 は今風の

あ り方 を模索 して,い わゆる情報公 開の流れの後押

しを受 けて,京 都大学の 「社会 に開かれた窓」の役

割 りを果 たす こ とを優先 させ る ことに したのです。

組織 を整備 して3年 の展示準備 を経 て一般公 開に

至 ったの ですが,先 に公開 していた文系の展示 は,

通年公開 をす るこ とに しましたので,そ れが資料劣

化 を もた らせ る事態 を危唄 して,金 属資料 の展示か

らの引 き揚 げ,文 書お よび地 図資料 の レプ リカ化 を

進 めるこ とに しました。自然 史系展 示の創設 とい う

第一義的作業へ投入す る経 費 と,与 えられた予算 の

枠 のあいだでの調整 を余儀 な くされ ましたので,文

系 史・資料へ の深刻 なダメー ジか らの回避処置 を講

じるこ とは後 回 しに しま した。そ こで この措置が 目

下 の重 要事 とな ってい ます。また他方,従 来公 開 し

て きた考古資料 につ きましては,こ の3年 間に及ぶ

休館期 間に,奈 良県立橿原考古学研 究所 附属博物館

に共催 していただ いて,東 京新 聞,そ して四 国新

聞,神 戸新 聞,中 日新聞の ご協 力 をも受 けて,足 か

け9ヶ 月に及ぶ全 国5都 市 を巡る 「大古墳展 一ヤマ

ト王権 と古墳 の鏡』と題 す る巡回展覧会 を企 画,実

行 しま した。結果 として6万 人 をこえる入場者 をお

迎 えで きるとい う,社 会のみ な さまの強い ご支援 を

い ただ くことがで きました。新 しく黒塚 古墳 か らの

出土鏡 と,当 館 が所蔵 している椿井大塚 山古墳 出土

品 をあわせて65枚 以上の三角縁神獣鏡 を比較対照

させ るように並べ ることがで きま した。関係 諸氏,

諸機関の ご理解 にお礼申 し上 げ ます とともに,そ の

展覧会の記録 をここに報告 させ て もらうことにしま

した。
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『大古墳展』の開催地と入場者数

開 催 期 間 会　　場 入場者数

2000年II月18日

2001年2月7日

2001年3月31日

2001年5月12日

2001年6月23日

一2001年1月28日

一　 　 　 　 3月25日

一　 　 　 　 5月 　 6日

一　 　 　 　6月17日

一　 　 　 　7月29日

香川県歴史博物館

神戸市立博物館

横浜市歴史博物館

茨城県立歴史館

岡崎市美術博物館

　入場者数総計

7,600人

16,572人

19,000人

10,979人

8,734人

62,885人

[資料利用]当 館の考古資料は常設展示に並べて用

いているほかに,京 都大学文学部の考古学実習,な

らびに博:物館実習の履修学生に教材 として利用 され

ています。教育への活用です。さらに非常に重 きを

おいていますのは,研 究者の利用に対 してです。資

料の実際の検討のほかに研究成果の出版への利用も

あ ります。さらには文化財の啓蒙活動への利用 もあ

ります。このときには出版 という形のほかに,各 地

での展示への貸 し出 しをお認めすることがあ りま

す。この1年 間における資料貸 し出しは7件 で,松

山市考古館,大 阪府立弥生文化博物館,滋 賀県野洲

町立歴史民俗資料館,滋 賀県立安土城考古博物館,

芦屋市立美術博物館,和 歌山市立博物館,堺 市博物

館 に対 してで した。また研 究お よび文化財啓蒙活動

のための資料の写真撮影 や特 別閲覧は15件 に及び

ま した。

京都 大学 の学生 の利用の ほか に,と くに博:物館学

芸員養 成のための他大学の 当館利用 もあ りま した。

京都府 立大学,京 都橘女子大 学,神 戸松 蔭女子学 院

大学等 の学 生 さんが来 られ ました。また関西博:物館

研 究会の一行の研究利用 もあ りま した。そ して国際

交流 としては7件 の研究者 グルー プの考古資料見学

があ りま した。大 韓民 国の3団 体,台 湾 の3団 体 に

加 えて,フ ラ ンス人の研 究者が3度,計5人,考 古

資料 を閲覧 され ま した。

(京都大学 総合博 物館教授 ・考古 学)
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総合†専物館客員教授(平 成13年12月20日 ～平 成14年3月19日)
ワン ユェンチン

王 元青 博士

Dr WANG Yuanqing

平成13年 の暮れ に来 日され,年 度末近 くまで京都大学総合博:物館外 国人客員教授 として滞在 された王元青

教授 は,現 在,中 国科学 院古脊椎動物古 人類研究所 の副所長 を兼務 されていますが,哺 乳類古生物学 の新

進気鋭の"若 手"研 究者 なのです。

　 1964年1月29日 生 まれの38才 。その彼が2年 前か ら歴史のある由緒正 しい研究所 の副所長 に"抜 擢"さ

れたので した。文化大革命の"負"の 遺産 として,50代,40代 の指導者層 の欠如 が,中 国現代社 会の問題

点 として指摘 されてい ます。30代 後半の王博士 が副所長 に就任せ ざるを得 ないの も,そ の問題 のあ らわれ

だ と思 います。

　平成ll年4月 か ら4ヶ 月間,や は り総 合博:物館 の外 国人客員教授 と して赴任 されていた同研究所 の研究

教授 の李傳憂博士 は王†専士 の元 の指導教官 だった方です。李博士 は1934年 の生 まれ。現在68才 です。1965

年か ら始 まった文化大革命 の影響 を もろ に被 り,李 博士 は2度 にわた って下放 政策に よる地方農村 での生

活 を体験 され てい ます。学生時代 はロシア語 を第一外国語 と して勉 強 された こともあって,英 語 はそれほ

ど得意 ではあ りませ んで した。

　王博士 は,文 化大革命 時の生 まれです。一人 っ子。19才 の1983年 に北京大学 を卒業 しています。勉強 の

よ くで きる,い わゆ る"秀 才"だ った ようです。第一外 国語 は,も ちろん英語で した。大学 院 に進学 して

か ら李博:士に師事 し,哺 乳類古生物学 の専 門領域 に突 き進 み始 めま した。1986年 に上記の研究所 の研究助

手,1988年 に研 究助 教授,1993年 に研究準教授,1997年 に研究教授 に昇進 してい ます。か な り早いペース

で川頁調 に昇進 を重ね,1999年12月 か ら副所長 を兼任 しています。

　李博士 と王博士の 中間の世代が,本 当 に中国社 会では欠落 しているのです。同研 究所 に も,40代 と50代

の,本 来な ら所長,副 所 長 と して研 究所 の運営 にあた らなければね らない世代 が見あた りませ ん。現所長

も40代 。 そこで,30代 の王†専士の ところに副所長 のお はちが まわって きた とい う次第です。

　 私 と李 博 士 は,い わ ば,ア メ リカの カー ネ

ギー自然史博物館長であ ったCraig　C.　Black博 士

の兄弟弟子の 間柄 にあた ります。私 と李博士 は,

い まも,中 国東北部(旧 満 州)の 遼寧省の 白亜

紀前期 の哺乳類化石 の発掘調査 を,共 同 してお

こなってい ます。 これ もBlack† 専士が取 り持 っ

た縁 なのです 。この遼寧省 での調査 の中国側 の

実戦部 隊長 が王博士 とい うわけです。この共 同

調査 の延長で,平 成ll年 に李†専士が,平 成13年

に王博:士が外 国人客員教授 と して京都に滞在 さ

れたので した。

　 お二人 と接 している と,現 代 中国史の一端 が

よ く理解で きる気が します。

　 　　　 (京都大学 総合博:物館長　瀬戸 口烈司)
王教授(右)と 筆者
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京都大学総合博物館 日誌(平 成14年2月 ～5月)

2月1日

2月15日

2月22日

3月1日

3月19口

第55回 教官会議

第13回 運営委員会

第13回 協議員会

第56回 教官会議

外国人研究員 王 元青(中 華人民共

和国 ・中国科 学院古 脊椎動 物与古 人類研 究所

研究教授)帰 国

3月23日 ～28日(三 高技 術史)先 行企画展 「歴史

に埋 もれた物理教育実験」開催

3月28日 平成13年 特 別企画展 「今西錦司 の世

界」終了

3月31日 国際 フ ォーラム 「生物 多様性 の博物学

が示す21世 紀 の地球 と人類の共生パ ラ ダイ

ム」開催

3月31日(人 事異動)

専門員 橋本修 身 定年退 職

4月1日(人 事異動)

総合博物館から配置換

主 任 木村智子(総 合人間学部 ・人間・環境学研

究科事務部総務掛へ)

他学部等 より転入

専門職員 小西 満(宇 治地区事務部総務課企画掛

長 より)

事務官 加納素・了・(奈良工業高等専門学校庶務課庶

務係より)

4月1日 外国人研究員 朴 宰弘(大 韓民国 ・

慶北大学校自然科学大学生物学科教授)来 学

4月12日 第57回 教官会議

5月17日 第58回 教官会議

表 紙

ラムスデ ンの摩擦起電器.1881(明 治14)年 以前 に18円 で第三高等 学校 の前身校 が購 入 した。ロ ン ドンの

W.R.Statham社 製で,ガ ラス円盤 を回転 させ て皮革 と摩擦 させ て静電気 を発生 させ る装置であ る。1800年

の電池 の発 明以前 には,こ の摩擦起電器が主要 な発電装置 であった。

ダ ッデル熱電流計.1913(大 止:2)年 に235円80銭 で第三高等学校 が島津製作所 を通 して購 入 した。 イギ

リスのCambridgeScientificInstrument社 製で ある。電流 を加熱線 に通 してその輻射 熱 を熱 電対 で感知 し,そ

の電位 の上昇 で電流量 を測定す る。高周波交流 の電流量 を精確 に計 る測定器 である。

永平幸雄 ・川合葉子(編 著)『 近代 日本と物理実験機器一京都大学所蔵明治大正期物理実験機器一』.京 都

大学学術出版会.2001年.
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